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『ADAC 調査: ドイツ人 4 人に 3

人が電気自動車を買ってもいい』

なる見出しが、目に飛び込んでき

た。Renault、Nissan、Mitsubishi、

Peugëot などの電気自動車(EV)推

進派が読んだら、小躍りして喜ぶ

のではないのか。掲載紙は、ドイ

ツの日刊全国紙「ディ・ヴェルト」

(Die Welt=世界)の 7 月 7 日号。調

査をした ADAC1は JAF(日本自動 
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相当する反対、対照を表現するの

に頻繁に使われる。「aber」の前

にくる表現は建前であり、後にく

るのが本音だと思ってまず間違い

ない。EV に「ケチ」をつければ、

無責任のレッテルを貼られかねな

いご時世だから、環境意識が高い

お利口さんという印象を与えた

い。Die Welt の記事では、建前が

見出しに使われた。本音は、記事

車連盟)に相当するロードサービスを主たる事業とす

るヨーロッパ最大の組織である。 

 

クルマをテーマとした世論調査で「そこそこの」信

用度がある ADAC だ。引用された調査は、その機関

誌 Motorwelt No.9/2009 に掲載された「電気自動車に

関するアンケート調査」 (回答者: 4,146 人)を指し、

今月初旬ベルリンで開催された電気自動車シンポジ

ウムで発表されたものと思われる(www.adac.de)。さ

らに、ADAC は、ドイツ国民の 90%以上が、電気自

動車に「前向き」な姿勢を示し、74%が電気自動車

を買う「用意がある」と回答。同シンポジウムには、

連邦運輸相、独産業連盟(BDI)会長などが出席した。

 

ところが、Die Welt と Motorwelt の記事をあわせ読

むと、見出しとはかなり違った現実の姿があった。

買う用意はあるが、その必須条件として、電気自動

車の値段が、内燃エンジン駆動と比較して「法外に」

高くないことをあげている。さらに、車内空間、走

行距離、給油(充電)が犠牲になるのは、受け入れられ

ないとの見解を示した。 

 

これでは、「電気自動車は買わない」と言っているよ

うなものではないか。そのとおり。取材記者と見出

しをつつける編集者とは違う。メディアは、決して

「嘘」を書くつもりはないが、読者が最も関心を持

つような部分を抜き出して見出しにする。英語で

make-up department とか copy-desk と呼ばれる「化

粧屋」で、日本語では「整理部」という立派な名前

で呼ばれる。さらに、ドイツ語の構成と表現におけ

る特徴に留意したい。叙述では、「aber」(アーバァ)

という単語が、文と文、語句と語句を結合して頻繁

に使われる。日本語でいう「しかし」「ところが」に

本文中に埋め込まれている。ヘッドライン(見出し)

だけを読んだ人々は、ドイツ人の環境意識の高さを

賞賛。EV 推進派は、喜び勇んで「我が意を得たり」

と引用するのではないか。また一つ虚像が生まれる。

 

ADAC 会長ペーター・マイヤーは、ベルリンのシン

ポジウムで、代替燃料は EV だけでなく、多元的に開

発されるべきであり、「どの技術を買うかは、最終的

に消費者が決める」と語っている (中見出し)。■ 

話題の記事: Die Welt (July 7, 2010) 

 

                                                           
1 アー・デー・アー・ツェー、Allgemeiner Deutscher Automobil-Club e.V.、全ドイツ自動車クラブ、本部ミュンヘン)。ADAC
の会員は現在 1,273 万人。機関誌『自動車の世界』(Motorwelt)の印刷部数 1,360 万。会員互助組織だが、ロードサービス

事業のほかに、出版、旅行代理店、旅行傷害保険、救急事業などを行っている。黄色いボディに「ADAC」と黒文字で書

かれた修理サービス車やヘリコプターで親しまれている。 


